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現
在
、
秋
大
工
学
資
源
学
部
附
属
鉱
業
博
物
館
は
、
秋
田
県
と
同

学
部
附
属
地
域
防
災
力
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
企
画
展
「
秋

田
の
活
断
層
と
地
震
災
害
―
身
近
に
ひ
そ
む
危
険
の
実
像
に
迫
る

―
」
を
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。 

 

本
企
画
展
の
概
要
は
、
既
に
十
月
六
日
付
本
紙
朝
刊
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
秋
田
県
が
行
っ
た
三
つ
の
活
断
層
の
調

査
・
研
究
結
果
を
紹
介
す
る
。 

 

一
九
九
五
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
死

者
六
千
人
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
活
断
層
に
関
す
る
国
民
の
関

心
と
不
安
が
高
ま
っ
た
。
政
府
は
当
時
の
科
学
技
術
庁
長
官
を
本
部

長
と
す
る
「
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
全
国
か
ら

98

の
活
断
層
を
調
査
対
象
に
指
定
し
、
国
の
交
付
金
を
受
け
た
都

道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
は
、
活
断
層
調
査
や
活
動
履
歴
な
ど
の
検

討
を
行
っ
た
。 

 

秋
田
県
内
で
は
、
多
数
の
活
断
層
の
中
か
ら
、
①
「
横
手
盆
地
東

縁
断
層
帯
」、
②
「
能
代
断
層
帯
」、
③
「
北
由
利
断
層
群
」
が
、
調

査
対
象
と
な
っ
た
。
代
表
的
な
調
査
方
法
は
地
形
調
査
、
地
表
地
質

調
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
弾
性
波
探
査
な
ど
。
③
の
北
由
利
断
層

群
は
海
域
も
調
査
地
域
と
な
り
、
音
波
探
査
も
併
用
し
た
。
正
確
な

年
代
を
求
め
る
た
め
に
、
採
取
さ
れ
た
試
料
に
対
し
て
、
年
代
測

定
・
珪
藻
分
析
・
花
粉
分
析
・
火
山
灰
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

 

①
の
断
層
帯
は
、
真
昼
山
地
と
横
手
盆
地
の
境
界
沿
い
に
、
仙
北

市
南
端
部
か
ら
湯
沢
市
稲
川
ま
で
ほ
ぼ
南
北
に
延
び
、
長
さ
は
約

56km

で
あ
る
。
断
層
帯
は
、
過
去
の
活
動
時
期
か
ら
、
北
部
と
南

部
と
に
区
分
さ
れ
、
と
も
に
断
層
の
東
側
が
相
対
的
に
隆
起
し
た
逆

断
層
で
あ
る
。
北
部
に
は
一
八
九
六
年
の
陸
羽
地
震
で
生
じ
た
千
屋

断
層
が
あ
る
。 

 

②
の
断
層
帯
は
、
国
道101

号
線
と
７
号
線
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
、

八
峰
町
峰
浜
か
ら
三
種
町
八
竜
ま
で
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
延
び
、
長
さ

は22km

以
上
に
及
ぶ
。
こ
の
断
層
も
、
東
側
が
相
対
的
に
隆
起
し

た
逆
断
層
で
あ
る
。 

 

③
の
断
層
群
は
、
秋
田
市
沖
か
ら
由
利
本
荘
市
沖
ま
で
ほ
ぼ
南
北

方
向
に
延
び
、
長
さ
は
約30km

。
陸
側
が
相
対
的
に
隆
起
し
た
逆

断
層
で
あ
る
。 

 

①
の
調
査
は
一
九
九
七
年
度
か
ら
、
②
の
調
査
は
二
０
０
０
年
度

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
カ
年
間
、
③
の
調
査
は
０
二
年
度
か
ら
三
カ
年

間
実
施
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
結
果
を
も
と
に
、
過
去
の
断
層
活
動
か
ら

求
め
た
平
均
的
な
ず
れ
の
速
度
、
最
新
活
動
時
期
、
平
均
活
動
間
隔

か
ら
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
地
震
調
査
委
員
会
は
、
０
五
年

三
月
に
①
の
、
同
年
四
月
に
②
と
③
の
長
期
評
価
を
行
っ
た
。
③
の

「
北
由
利
断
層
」
に
つ
い
て
の
み
、
同
委
員
会
は
翌
年
三
月
に
長
期

評
価
の
一
部
を
改
訂
し
た
。 
 

長
期
評
価
は
ど
の
程
度
の
規
模
の
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ドM

）

が
、
い
つ
頃
に
発
生
す
る
か
を
長
期
確
率
で
予
測
し
た
も
の
で
あ
り
、

県
民
が
最
も
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

地
震
調
査
委
員
会
の
結
論
は
、
本
企
画
展
の
最
後
の
パ
ネ
ル
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
横
手
盆
地
東
縁
断
層
帯
」

の
北
部
で
はM

7.2

程
度
の
地
震
発
生
確
率
は
ほ
ぼ
０
％
、
南
部
で

はM
7.3

程
度
の
確
率
は
不
明
と
し
た
。「
能
代
断
層
帯
」
は
、M

7.1

以
上
の
地
震
発
生
を
想
定
し
、
発
生
確
率
は
ほ
ぼ
０
％
。
「
北
由
利

断
層
帯
」
はM

7.3

程
度
の
発
生
確
率
を30

年
以
内
に
２
％
以
下

と
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
三
つ
の
活
断
層
の
発
生
確
率
は
、
０
～
２
％
以
下
と

評
価
さ
れ
た
。
こ
の
確
率
の
受
け
取
り
に
当
た
り
、
人
間
が
数
値
で

評
価
し
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
複
雑
な
思
い

が
す
る
。
注
意
を
喚
起
し
た
い
こ
と
は
、
「
北
由
利
断
層
帯
」
に
下

し
た
２
％
以
下
の
発
生
確
率
に
対
し
て
、
地
震
調
査
委
員
会
が
日
本

の
主
要
な
活
断
層
の
中
で
は
や
や
高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
行
政
も
県
民
も
こ
の
指
摘
を
「
備

え
あ
れ
ば
憂
え
な
し
」
と
受
け
取
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
秋
田
県
が

調
査
し
た
三
つ
の
活
断
層
は
地
震
規
模
が
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
二
年
前
に
起
き
た
中
越
地
震
の
本
震
（M

6.8

）

は
新
潟
県
の
調
査
対
象
地
域
外
で
発
生
し
た
こ
と
も
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
③
の
断
層
帯
に
発
生
す
る
地
震
の

震
源
は
日
本
海
域
に
想
定
さ
れ
、
津
波
災
害
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。 

 

十
一
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら
は
、
新
潟
大
学
災
害
復
興

科
学
セ
ン
タ
ー
高
濱
信
行
教
授
を
講
師
に
招
き
、
「
二
０
０
四
年
新

潟
県
中
越
地
震
と
災
害
の
特
徴
」
と
題
す
る
講
演
会
が
、
鉱
業
博
物

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
。
参
加
費
用
は
不
要
。 

 
 

期
間
中
の
入
館
料
は
一
般
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
１
３
０
円
。

開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。 

企
画
展
開
催
中
の
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
。 

電
話
は 
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